
金
協
力
（
計
３
０
０
０
万
ド
ル
）、
緊
急

援
助
物
資
（
テ
ン
ト
な
ど
）
の
供
与
も
実

施
し
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
に
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
が
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
３
世
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
統
領
と
首
脳
会
談
を
行
い
、
５
０

０
億
円
の
円
借
款
、
66
億
円
の
無
償
資
金

協
力
な
ど
の
供
与
、
復
旧
・
復
興
の
計
画

づ
く
り
や
そ
の
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も

貢
献
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
続
け
て

い
く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ア
キ
ノ
大
統
領
は
日
本
か
ら
の
援
助

に
深
い
謝
意
を
表
明
し
た
上
で
、「
日
本

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
示
し
た
友
情
は
、
真
に

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
日
本
は
今
後
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
復
興
に

向
け
た
努
力
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

０
１
２
年
11
月
、
国
連
総
会
は
パ

レ
ス
チ
ナ
に
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国

家
」
の
地
位
を
与
え
る
決
議
を
採
択
し
ま

し
た
。将
来
独
立
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家

が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
平
和
か
つ
安
全
に
共
存

で
き
る
よ
う
、
日
本
は
国
際
社
会
と
共
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
日
本
は「
平
和
と
繁

栄
の
回
廊
」構
想
の
下
、
ヨ
ル
ダ
ン
渓
谷
の

持
続
的
な
経
済
的
発
展
に
向
け
、
民
間
セ

ク
タ
ー
を
通
じ
た
支
援
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
構
想
の
中
核
事
業
と
し
て
、

ジ
ェ
リ
コ
農
産
加
工
団
地
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｐ

に
は
、
冷
凍
野
菜
の
製
造
、
オ
リ
ー
ブ
や
ハ

ー
ブ
の
精
製
・
加
工
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
材
料

を
製
造
す
る
企
業
な
ど
の
入
居
が
見
込
ま

れ
、
域
内
で
の
農
産
業
の
拡
大
の
他
、
湾
岸

諸
国
や
欧
州
へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
日
本
は
、Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
、
パ
レ
ス
チ
ナ
担
当
省
庁
の
能
力

強
化
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

支
援
し
て
い
ま
す
。２
０
１
４
年
１
月
末

ご
ろ
に
は
最
初
の
工
場
が
完
成
予
定
で

す
。
将
来
は
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｐ
発〝M

ade in Pales-

tine

〞
の
商
品
が
、
日
本
を
含
む
多
く
の
国

で
見
ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

月
８
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た

台
風
30
号
「
ハ
イ
ヤ
ン
」。
洪
水

や
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、
同
国
中
部
の
レ
イ

テ
島
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
発
表
に
よ

る
と
、
約
５
９
０
０
人
（
２
０
１
３
年
12

月
９
日
現
在
）
が
亡
く
な
り
、
い
ま
だ
多

く
の
人
々
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
に
対
し
日
本
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
緊

急
援
助
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

国
際
緊
急
援
助
隊
（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）
の
派
遣
。

医
療
チ
ー
ム
は
、
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
レ
イ
テ
島
の
タ
ク
ロ
バ
ン
を
中
心
に
、

け
が
や
脱
水
症
状
の
治
療
、
妊
婦
の
ケ
ア

な
ど
、
約
３
３
０
０
人
を
診
察
し
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
部
隊
は
、
レ
イ
テ
島
や
セ
ブ
島

で
の
医
療
活
動
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の

防
疫
活
動
の
他
、
救
援
物
資
や
被
災
者
な

ど
の
輸
送
を
支
援
し
ま
し
た
。
専
門
家
チ

ー
ム
は
、
早
期
復
旧
と
油
防
除
の
専
門
家

を
派
遣
。
油
防
除
の
専
門
家
は
、
パ
ナ
イ

島
で
台
風
に
よ
り
座
礁
し
た
船
か
ら
流
出

し
た
重
油
の
効
果
的
な
回
収
方
法
の
助
言

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
食
料
、
水
・
衛
生
、
緊
急
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
の
分
野
で
は
、
国
連
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）、
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｆ
）、
国
際
移
住
機
関
（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
な

ど
の
国
際
機
関
を
通
じ
て
、
緊
急
無
償
資
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総合的な支援で
復旧を支える

緊急援助「フィリピン台風被害」

巨大な台風の到来が続いた2013年。11月に
台風30号により甚大な被害を受けたフィリ
ピンへの日本の協力とは。

ODA政策

月
16
、
17
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
は
ラ
オ
ス
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

を
訪
問
。
２
０
１
３
年
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加
盟
国
歴
訪
が

完
結
し
、
同
地
域
と
の
関
係
強
化
に
大
き

な
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

　
外
交
関
係
樹
立
60
周
年
を
迎
え
た
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相
と
会
談
。

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
プ
ロ
セ
ス
で
主
導
的

な
役
割
を
果
た
し
た
日
本
は
、〝
積
極
的

平
和
主
義
〞
の
立
場
か
ら
、
地
域
と
国
際

社
会
の
平
和
と
安
定
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献

し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
経
済

協
力
の
分
野
で
は
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

の
設
立
を
官
民
一
体
で
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
視
察
先
の
国
立
母
子
保
健
セ
ン
タ

「安倍総理のカンボジア・ラオス訪問」

地域の安定と
医療保健分野への支援を強化

ー
な
ど
に
お
い
て
日
本
の
先
進
的
な
医
療

技
術
な
ど
を
生
か
し
た
協
力
を
強
化
す
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
ラ
オ
ス
で
は
、
ト
ン
シ
ン
・
タ
ン

マ
ヴ
ォ
ン
首
相
、
チ
ュ
ン
マ
リ
ー
・
サ
イ

ニ
ャ
ソ
ー
ン
国
家
主
席
と
会
談
。
イ
ン
フ

ラ
、
農
業
、
教
育
、
保
健
、
女
性
な
ど
経
済
・

社
会
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
の
支
援
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
国

際
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
拡
張
計
画
及
び
第
９

次
貧
困
削
減
支
援
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

円
借
款
を
供
与
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
は
ラ
オ
ス
と
の
国
交
樹
立
60

周
年
。
さ
ら
な
る
交
流
の
活
発
化
を
見
据

え
て
、
両
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一

層
強
化
し
て
い
く
考
え
で
す
。

現地の被災者を診察する国際緊急援助隊の医療チーム

被災地に配られた緊急援助物資のテント

日本のフィリピンへの支援

国際緊急援助隊（医療チーム、専門家チーム、
自衛隊部隊）の派遣

Me�age from  Israel
地域の平和と繁栄を目指して

管理棟屋上からの風景。建
設中の工場（右）と水タンク
（左）が見える

ディベロッパー企業に
よる工場建設風景。
地元の雇用創出にも
貢献している

在
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
　
　
　
　
　  
本
田 
慶
子 

一
等
書
記
官

緊急無償資金協力（緊急シェルター、食料、水・
衛生分野など）…3,000万ドル（約30億円）

円借款…500億円

無償資金協力など…66億円

アジア開発銀行（ADB）貧困削減日本基金によ
る緊急支援…2,000万ドル（約20億円）

緊急援助物資の供与（プラスチックシート、スリー
ピングマットなど）…6000万円相当

ASEAN＋3（APTERR）による備蓄コメの現物
支援…50万ドル（約5,000万円）相当

認定NPO法人ジャパン・プラットフォームによる
支援…約4.5億円

国際労働機関（ILO）を通じた雇用創出・職業訓
練支援…50万ドル（約5,000万円）

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。
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日本人専門家が派遣され、別名“ジャパン・ホスピタル”と呼ばれるカンボジアの
国立母子保健センターを視察（内閣広報室提供）

ラオスでは医療分野での協力を強化する覚書に署名（内閣広報室提供）

＜JAIPの建設現場から＞
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